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米国ハワイ州ベローズ空軍基地におけるオスプレイの事故について（要請） 

 

 日本時間５月 18 日午前６時 40 分ごろ、米国ハワイ州ベローズ空軍基地におい

て、米海兵隊所属のＭＶ－22 オスプレイが着陸に失敗し、海兵隊員 2 名が死亡、

多数の負傷者を出す事故が発生した。 

 まちのど真ん中にある普天間飛行場には、事故を起こした同型機であるＭＶ－

22 オスプレイが 24 機配備され、昼夜問わず、日常生活を送る市民の頭上を飛行

しており、その他の米軍機飛行とあわせ、市民は常に墜落の危険性や、基地負担

の中での生活を送っている。 

 その様な中、事故原因が究明されないまま、事故の翌日から普天間飛行場でＭ

Ｖ－22 オスプレイの飛行が確認されたことは、市民の不安をさらに増幅させるも

のといわざるを得ず、到底容認できるものではない。 

まちのど真ん中にある普天間飛行場では、航空機による事故は直接人命にかか

わる事故に繋がりかねず、抜本的な解決のためにも一日も早い閉鎖・返還が必要

である。 

 

ついては、以下のとおり要請する。 

 

１．事故原因の究明を早急に行い、その結果について速やかに公表し、今後もよ

り一層の安全対策を講じるとともに、事故原因が究明されるまでの間のＭＶ

－22 オスプレイの飛行中止について米側へ求めること 

 

１．普天間飛行場周辺の基地負担軽減のため、ＭＶ－22 オスプレイの県外拠点配

備および、訓練移転を早期に実現すること 

 

１．普天間飛行場を絶対に固定化することなく、一日も早い閉鎖・返還と、５年

以内運用停止をはじめとする危険性の除去及び基地負担軽減を早期に実現す

ること 


